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1 はじめに
　本アプリケーションをご覧いただきましてありがとうございます。
　このアプリケーションは、土木設計をするにあたって現場の作業を経て得られた経験をもとに
繰り返し行われる作業を何とか簡略化、合理化したいとの趣旨から作成したものです。
　いわゆる「こんなアプリケーションがあったらなぁ」を実現することを目的に作成しております。
　本アプリケーションが皆様のお仕事のお役に立てますよう願っております。

2 このアプリケーションの特徴
◇ CAD図面への大量の表出力が可能（ただし、AutoCAD）

※ なお、ニーズがあればsfc形式のCADデータの作成も考えます
◇ データはエクセルで管理、エクセルから作図コマンドを送信
◇ コントロールもクリック→選択ではなく、エクセルシートで設定のため楽ちん
◇ 表内の文字の配置は、エクセルで作成したイメージがそのまま表現可能
◇ エクセルで管理するため、以下のケースに効果大

・ 表が大量にある
・ 修正が繰り返される
・ 複数の人間でCADの修正がなされ、誰がどこまで修正したかを把握しにくい
・ 面積を計測したエクセルファイルと連結させることにより、

修正をすぐに反映させることができる
※ 具体的には、面積を計測したエクセルファイルに、

サンプルフォルダにある「数量計算書.xls」のシートを挿入し、
数値をリンクさせる

3 ご使用にあたって
・ インストールはありません。

ダウンロードしたファイルを適当なディレクトリ（フォルダ）で解凍してください。
・ アンインストールもありません。

インストールの際に解凍したディレクトリ（フォルダ）ごと削除してください。
・ 「見本」フォルダに、作成前のCADファイル、作成後のCADファイルを入れてあります。

作成イメージをご確認ください。
・ 解凍したフォルダ直下のファイルは「試用版」ですが、使用する際には「sample」フォルダ内の

データを使用してください。もちろん、ご自分で用意された図面、表、数値を用いても構いません。
ただし、試用版は作表範囲や繰返回数に制限がありますことをご了承ください。

・ なお、「見本」および「sample」フォルダ内のエクセルの数値はすべて架空の値です。

CAD図面上での予備作業
エクセルでの予備作業
本ツールでの作業
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4 CAD図面上での予備作業
1 作表したいAutoCADファイルを立ち上げ、表の配置を決定します。
※この時、表はフレームのみで構いません。
※以下、下図で表が左側と右側にありますが、左側だけを作表することを想定
　右側は左側と同じ作業を繰り返してください

2 各表の左肩位置の座標を取得します。

図-1

※左肩位置の座標の取得方法
作表したい表の左肩位置（すべて）をポリラインで結び、
そのポリラインをクリックで選択(図-3)し、
「LIST」と入力＋ENTER(図-2)

図-2
図-3

マウスを使って行単位を選択してコピーし
適当なエクセルに貼り付けして、
「データ(D)」→「区切り位置(E)」→「スペースによって････」で、切り出す
これにより、エクセルで表の左肩位置のX座標とY座標が、表ごとに取得されます

図-4

※なお、ここで作成した表はあくまで位置決めのためだけで、必要ありません
　ただし、この通りになるよう次頁の「2」で行間、幅を設定する必要があります

左肩位置

X座標

Y座標

X座標
Y座標
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5 エクセルでの予備作業(1)
1 sampleフォルダ内の「設定データ.xls」を開き、シート「repeat***」を開いてください

※シートの「***」は、「左岸」あるいは「右岸」
※シート名は変更可能だが、貼り付け位置は
  このsample通りのセル位置に入力する必要がある

この中に、上述で切り出した表の左肩位置座標X,Yを
入れてください

図-5
2 同じ「設定データ.xls」内のシート「format」を開いてください
シート内の指示に従って入力してください。

図-6

3 同じ「設定データ.xls」内のシート「cntl」を開いてください
シート内の指示に従って入力してください。

図-7

※AutoCADで位置決めのた
めに作成した表の行間
隔、幅を入力してくださ
い。

X座標

Y座標

3



操作マニュアル

6 エクセルでの予備作業(2)
1 前出「図-7」のシート数に相当するデータを用意します。

図-8
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7 本ツールでの作業
1 同ソフトを立ち上げると、下図のような画面になります。

2 Ａをクリックして、「エクセルでの予備作業」で設定したコントロールファイルを設定します。

図-9

3 Ａのエクセルファイルが設定されると、この中にシートの一覧が取得されるため、
そこからコントロールシート（「2エクセルでの予備作業(1)」での「3」）を選択します。

4 Ｃをクリックして、出力するフォルダ名を設定します。
一時的な出力ファイルであるため、どこか適当な場所（フォルダ）を設定します。

例：C:\WINDOWS\temp

5 Ｄに適当なファイル名を入力します。
ただし、拡張子はスクリプトファイル形式「*.scr」としてください。
※拡張子が「*.scr」でない場合、プログラムはスタートしません。

例：temp.scr、dmy.scr

6 事前に作表したいAutoCADのファイルを開いておきます。
※AutoCADの画面と、上図のエクセルと、両方見えるようにしておくと良いと思います。

7 Ｅをクリックして作表します。
※作表には、エクセルからAutoCADへ「SendKeys」コマンドで送信しています。
　このため、もしうまくいかない場合は、クリックを繰り返してください。
※それでもうまくいかない場合は、下図のようにして、図-9のＣ･Ｄで入力したファイルを
　選択してください。

図-10
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